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１．事業の目的 

近年の社会構造や生活環境等の変化によって、文化財の保存に欠かせない伝統的な技術・技能

を支える用具・原材料の確保が困難になっている。工芸関係者の間でも、製作活動や伝承者養成

等に支障が出るなど伝統工芸の維持・継承が難しくなっている。平成 29 年度から実施した「伝

統工芸用具・原材料に関する調査事業」（以下、過年度調査と言う）でも十数年前の同種調査時

に比べ、そうした状況がさらに深刻化していることが明らかとなった。そのため、用具・原材料

の量的・質的な維持・安定供給を図ることが急務の課題であり、当事者間の情報共有等の取り組

みを推進していく必要があると結論付けた。 

本業務は、その成果に基づいて、伝統工芸各分野をはじめとする当事者の間で用具・原材料の

持続的な供給確保のための情報交換の取り組みを促進するための機会（座談会）を開催するとと

もに、情報発信・共有に有用なツールを活用し、情報発信・情報共有の取り組み方などを習得・

普及するための研修（講演会）を実施した。これを通じて、用具・原材料の入手難の実態及び問

題解決の重要性を広く訴求し、社会全体の伝統工芸分野に対する関心及び文化財保護意識の向上

を目指し、無形文化財の保存・保護の充実を図ることを目的として実施したものである。 

 

２．事業の概要 

（１）伝統工芸に関する用具・原材料および文化財保存技術との関係等の概要整理                                 

平成 29 年度から実施された伝統工芸用具・原材料調査から、現在の用具・原材料の供給・確

保の実態と問題点及び伝統工芸技術との関連性等を改めて整理し、これを踏まえ、用具・原材料

の供給・確保とそのための情報発信・情報共有の対象として本年度業務において優先的にとり上

げるべき用具・原材料や関連の製作技術等をリストアップし、その関連分野の専門家を中心に、

本業務の実施内容を検討した。 

 

（２）情報交換会および講演会の実施内容等の検討 

上記の整理結果をもとに、本業務で優先的に対象とする用具・原材料等について、①供給の担

い手の減少や入手の困難度合、②分野横断的な共通性、③材料の枯渇や品質低下等の問題、④文

化財保存技術の継承等の観点から、情報交換会及び講演会の実施内容等を整理し、本年度実施す

る業務の内容・方法等を検討した。 

【検討テーマ】 

・制作・修復技術と必要となる用具・原材料の確保に向けたつながりと発信のあり方  

・用具・原材料と技術の継承 

・用具・原材料の確保のための分野を超えた取り組みの促進 

・情報交換・情報共有と連携交流の「場」づくり 等 

 

（３）専門家による検討体制  

平成 29 年度からの伝統工芸分野の用具・原材料の需給面・技術面そして情報発信・情報共有
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等の課題についての検討経緯を知る過年度調査委員会の専門家を中心とした検討体制により実

施内容・実施方法を検討した。なお、検討にあたっては、新型コロナウイルスの感染拡大に対す

る政府の２度目の緊急事態宣言発出を受け、情報交換会および講演会の実施方法及びテーマ毎に

関係するメンバーをオンラインで繋ぐかたちで検討会を実施した。 

 

３．主な成果 

（１）情報交換会及び講演会（オンライン「座談会・講演会」）の実施 

①オンライン「座談会」（パネルディスカッション形式の情報交換会） 

平成 29 年度から実施した伝統工芸の用具・原材料に関する調査の結果、用具・原材料の確保に

は、関係者の情報共有や交流が重要な役割を果たしていることを確認した。そこで、文化財保存

技術や過年度の委員等の伝統工芸関係者等を中心メンバーとして、用具・原材料の確保等に関連

するテーマを主題とした技術及び取り組み事例の紹介、意見交換等を実施した。 

 

・第１回 座談会「漆の会」／「環境×文化」〜持続可能な取り組みに向けて〜   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第２回 座談会「金工の会」／「継承と情報共有」〜次代に受け継ぐために〜  
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・第３回 座談会「森林資源の会」／「分野を超えて」〜情報共有・交流の「場」づくりに向け

て〜   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②オンライン「講演会」 

全４回の最後に実施する講演会では、第１回から第３回までの座談会の実施結果を踏まえ、講

演会の内容を整理・検討し、文化財・伝統工芸分野の実情等を熟知し、情報科学・コミュニケー

ション科学等の分野の専門家を講師として招聘し、用具・原材料の確保のための情報交換・情報

共有をどのように実現するか、成功事例や考え方等を紹介し、関係者の取り組みを促進する示唆

を提供した。 

 

・第４回 講演会 ／with コロナ時代の情報発信・つながり方 〜用具・原材料の持続的確保

のために〜   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③参加者との情報交換 

伝統工芸及び文化財修復等への理解・関心の醸成、用具・原材料の入手難を克服するための伝

統工芸関係者やステークホルダー等の情報共有・関係づくり等の課題を踏まえつつ、出演者中心

のパネルディスカッション形式のプログラムや講演の後に、参加者と出演者との間で質疑応答・

意見交換を実施し、理解醸成と問題意識の共有を図り、今後の参加者、出演者を中心とした情報

交換・交流展開のきっかけとなるよう運営した。 

 

④参加者評価・意見の収集（参加者アンケートの実施） 

今後の用具・原材料の確保のための情報交換・交流の促進に資するため、オンライン座談会・

講演会の終了後、参加者にアンケートを実施し、実施内容等に対する評価や今後の関係者の取り

組み等の参考とするための意見・要望等を収集し、事業成果の一環として整理した。 
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⑤実施内容・実施映像の記録・Web 配信 

オンライン座談会・講演会の模様を映像として記録し、Youtube から Web 配信し、各会にラ

イブで参加できなかった人たちの視聴ニーズやより広い事業成果の発信に資することとした。 

 

⑥情報交換・情報発信の「場」（Web 掲示板）の開設 

用具・原材料の入手難を克服するための伝統工芸関係者の情報発信やステークホルダー等との

間での情報交換・交流の促進等を図るという課題に対して、今後関係者の取り組みを具体化して

いくための端緒となる「場」（仕組み）として、検討体制のメンバーを中心に Web 上に自由に

情報発信・情報交換ができる掲示板を開設した。本事業の実施結果や関連情報を掲載するなど事

業成果の発信等にも活用した。 
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